
 

情報通信システム工学科 

 
■選考方法 

書類審査、模擬講義・演習及び面接により、多面的かつ総合的に評価します。 

(1)書類審査：提出された出願書類について審査を行います。 

(2)模擬講義及び演習：（模擬講義 70 分＋演習 50 分） 

  情報通信分野の基本について、大学の講義と同じ形式の模擬講義を受けます。講義中は、 

  講義ノートを作成します。模擬講義の後に、各自で作成した講義ノートを参考にしながら、 

  講義内容に関する演習を行います。提出された講義ノートと演習の回答から、模擬講義の 

  理解度が評価されます。 

(3)面  接：個人面接（10～15 分程度） 

        面接内容 ①本学科を志望した理由 

               ②情報通信システム工学科の学生としての適性 

               ③本学入学後の抱負 

               ④模擬講義と演習に関する事項 

 

1 日目：模擬講義及び演習（模擬講義 70 分＋演習 50 分） 

2 日目：個人面接（10～15 分程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※模擬講義スライド抜粋 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 



【課題 1】 

周波数がそれぞれ， ଵ݂ ൌ 1 [Hz]， ଶ݂ ൌ 2 [Hz]， ଷ݂ ൌ 5 [Hz] である三つの正弦波， 

ሻݐଵሺݔ ൌ ଵܣ sin ߨ2 ଵ݂ݐ	

ሻݐଶሺݔ ൌ ଶܣ sin ߨ2 ଶ݂ݐ	

ሻݐଷሺݔ ൌ ଷܣ sin ߨ2 ଷ݂ݐ 

と，それらを加算合成した信号 ݕሺݐሻ ൌ ሻݐଵሺݔ ൅ ሻݐଶሺݔ ൅ ሻ に関して以下の問いに答えよ．たݐଷሺݔ

だし，正弦波の振幅 ܣଵ, ,ଶܣ はすべて	ଷܣ 1 とし，πは円周率を表す． 

（１）三つの正弦波 ݔଵሺݐሻ，ݔଶሺݐሻ，ݔଷሺݐሻ	それぞれの周期 ଵܶ， ଶܶ， ଷܶ を計算せよ．解答欄に

は単位も記すこと． 
（２）標本化定理より，標本化周波数 ௌ݂ 及び標本化周期 ௌܶ の条件を求めよ．解答欄には単

位も記すこと． 
（３）信号 ݕሺݐሻ を解答用紙のグラフに記載してある．この信号を，0 ≦ ݐ ≦ 1 の範囲で標本

化して得られたサンプル値を“●”でプロットせよ．ただし，標本化周期は標本化定理

を満たし，かつ，解答用紙のグラフの目盛線上に乗るように選ぶこと． 

【課題 2】 

あるアナログ信号を標本化周期 ௌܶ で標本化し，サンプル値 ݔሺ݊ ௌܶሻ を“○”でプロットした

のが解答用紙のグラフである．これらのサンプル値を量子化幅 D，量子化代表値で量子化し，

その量子化値を解答用紙のグラフに“×”でプロットせよ． 

【課題 3】 

インパルス応答が下式のように表される信号処理システムに関して以下の問いに答えよ． 

݄ሺ݉ ௌܶሻ ൌ ቊ
0.5௠ 0 ≦ ݉ ≦ 3
0														その他

 

ただし， ௌܶ は標本化周期を表し，݉ は整数とする．  

（１）上記の信号処理システムのブロック線図を下記に示す．ここで，システムの入力をݔሺ݊ ௌܶሻ，

出力を ݕሺ݊ ௌܶሻ とする．図の ( a ) から ( d ) に入る数値を求めよ． 
（２）上記の信号処理システムの入出力関係を表す式を求めよ． 

ሺ݊ݔ ௌܶሻ 

ሺ݊ݕ ௌܶሻ
( a ) ( b ) ( c ) ( d ) 



【課題 4】 

下記のブロック線図で表される FIR フィルタに関して，以下の問いに答えよ．ただし，イン

パルス応答  ݄ሺ݉ ௌܶሻ  に関して，0 ≦ ݉ ≦ 2  に対しては，それぞれ  ݄ሺ0ሻ ൌ 0.3, ݄ሺ ௌܶሻ ൌ 0.5,

݄ሺ2 ௌܶሻ ൌ 0.2，その他の ݉ に対しては ݄ሺ݉ ௌܶሻ ൌ 0 とする．	 ௌܶ は標本化周期を表し，݉ は整

数とする． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）この FIR フィルタの出力 ݕሺ݊ ௌܶሻ を式で表せ．  
（２）この FIR フィルタを用いて，表に示すディジタル信号 ݔሺ݊ ௌܶሻ を

フィルタリングした出力信号 ݕሺ݊ ௌܶሻ を 0 ≦ ݊ ≦ 6 の範囲で計算

し，解答用紙の表「フィルタリング結果」に記入せよ．計算結果

は，小数第二位で四捨五入すること． 
（３）（２）で計算した値を解答用紙のグラフに“×”でプロットせよ．

ただし，ݔሺ݊ ௌܶሻ は“○”でプロット済である． 

 

 

 

 
以上 

ሺ݊ݔ ௌܶሻ 

ሺ݊ݕ ௌܶሻ

݄ሺ0ሻ ݄ሺ ௌܶሻ ݄ሺ2 ௌܶሻ

ሺ݊ݔ ݊ ௌܶሻ 

െ2 0 

െ1 0 

0 2 

1 3 

2 8 

3 5 

4 1 

5 0 

6 0 




